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第９回第９回 円空大賞

受賞者の選評および

作家略歴・作品写真



受賞者

「円空大賞」は、円空の如く土着的で独創的な芸術家

に授けられる賞であるが、このような選考基準をもつ賞は

あまり例がないであろう。日本の美術は、そのような視点

からみて甚だ豊饒であると思われる。すでに著名な芸術家

もその受賞で意外な面を見せたり、市井のまったく無名

の芸術家が見出されたりすることがある。「円空大賞」が

日本の芸術の多様性を示す役割を果たしているのをつく

づく感じる次第である。

選考委員長 梅原 猛（国際日本文化研究センター顧問）

第９回 円空大賞の総評と受賞者

1

円空大賞 エンリケ・オリベイラ （彫刻家）・・・・・・・

円 空 賞

第９回 円空大賞の総評

佐藤 昌宏 （画家）

庄司 達 （造形作家）

土屋 仁応 （彫刻家）

宮本 勉 （現代美術家）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

6

8

10

2

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・



当初、オリベイラ氏は抽象画家
であったが、彼のスタジオ近く
の建設現場を取り巻く風化した
木製のフェンスに触発され、
インスタレーシ ョンや彫刻を
制作するようになった。大規模
なインスタレーションは、巨大
で生きている樹木にも似た、
有機的で脈動的な造形であり、
円空の彫刻を思い起こさせる
生の強いエネルギーに溢れて
いる 。円空と も うひ とつ共通
する特徴は、作品のト レー ド
マークである木材の視覚的
および触覚的な特性に重点を
置いたことである。彼のインスタ
レーションは、設置場所固有の
ものであることが多く、アーティ
ストが配置する建造物や環境
に応じて想起されるものである。
作品を特徴付けるリサイクル
素材と「有機美学」は、人間と
自然環境の両方に関係して
おり、特に有機的な成長と崩壊
の表現に焦点を当てることで、
生と死のサイクルを示唆して
いる。また、彼は世界各国で
個展を開催し 、高い評価を
受けている。この度の円空大賞
の受賞により 、この若いアー
ティストによる強力なビジョンを
日本に紹介する素晴らしい
機会となるはずである。
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ブラジル サンパウロ出身

年生まれ

ブラジルのサンパウロ州オーリニョスに生まれる

廃材を利用した インスタレーションの創作を始めるようになる

サンパウロ大学 卒業

（サンパウロ・ステート・ファンデーション・フォー・リサーチ・サポート）

マスター助成金プロジェクト（サンパウロ）

プライズ‐ （誕生のヴィジュアル化）‐

Universitário （マリア・アントニア大学センター）

受賞（サンパウロ）

個展（Baró ／サンパウロ）

プライズ‐第 回イングリッシュ・カルチャー・フェスティバル‐

ブリティッシュ・カウンシルにて受賞（サンパウロ）

ヒューストン、メキシコで作品発表

個展「 」（ ／アメリカ）

ファウンテンヘッドレジデンシーにて受賞（アメリカ）

プライズ（Associação Críticos ）

パウリスタ芸術批評協会）‐ （年間優秀賞）

受賞（サンパウロ）

個展「 Líquida」（ ／サンパウロ）

個展「 」（ ／オーストリア）

「 」出品（ ／フランス）

「ヌーヴェル•ヴァーグ」出品（パレ・ド・トーキョー／フランス）

アート・プロジェクトにて受賞（パリ）

「 」出品（ヴァージニア美術館／アメリカ）

「 d’Arts 」出品

（ショーモン・シュール・ロワール／フランス）

「 ： 」出品（ボストン美術館／アメリカ）

「 」出品（国立自然史博物館／フランス）

個展（ ／アメリカ）、パイオニア・ワークスにて受賞（ニューヨーク）

個展（ ／サンパウロ）

エンリケ・オリベイラエンリケ・オリベイラ

（彫刻家）

選評
パトリシア・フィスター

（国際日本文化研究センター教授）

経歴
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エンリケ・オリベイラ

Transarquitetonica(2014) 
wood, bricks, mud, PVC, plywood, tree branches and other materials / 500 x 1800 x 7300 cm

Museu de Arte Contemporanea, Sao Paulo, Brazil / photo Everton Ballardin

Tapumes Casa dos Leoes(2009)
7th Bienal do Mercosul, Porto Alegre, Brazil 
plywood and PVC / photo Henrique Oliveira.

Desnatureza(2011) plywood / 310 x 380 x 360 cm
Galerie Georges-Philippe & Nathalie Vallois, Paris, France

photo Aurelien Mole.



佐藤昌宏氏の描く絵画世界
には熱がある。しかし、その熱
は皮膚に暑さを感じる類のもの
ではなく、見る者の感情を波立
たせるよ うな熱である 。画面
全体を埋め尽くすように描かれ
るものたちは、この画家のもつ
生命観の表出ともいえるもので、
東洋の古い曼荼羅や地獄絵、
あるいは西洋絵画のブリューゲ
ルやウィーン幻想派などを咀嚼
したうえで、自らの方法論とし
てきている。個別のモチーフは、
身近な生き物から非日常の生
命体まで、ごく小さなものから、
巨大なものまで幅広いが、小品
であっても全体として見る者に
迫ってくる。そこには人間の業
ともいえる様々な欲望がうごめ
いているかと思えば、宇宙への
広がりを感じさせる壮大な雰囲
気も感じられる。少年時代から
好きだったという昆虫、爬虫類、
両生類などを描くことは、小さ
な生き物たちにも生命があり、
彼らの世界があることを学んで
きたに違いない。そして今、
彼は、我々人間に内在する
異界＝パラレルワールドを描い
て見せてくれている。
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日本：岐阜県出身

年生まれ

岐阜県岐阜市に生まれる

東京藝術大学大学院美術研究科（油画） 修了

「千葉県新進作家展」出品（船橋西武美術館／千葉）

個展（真和画廊／東京）

「浅井忠記念賞展」出品（千葉県立美術館／千葉）（ ）

「大橋賞受賞作家展」出品（高島屋／日本橋・難波）

「浜松・私のイメージ」出品（浜松美術館／静岡）

「安井賞展」出品（西武美術館／東京）（ 、 、 、 ）

個展（ギャラリー ／愛知）

「セントラル 」出品（セントラル美術館／東京）（ ）

岐阜県文化活動等特別奨励賞 受賞、中日展 準大賞 受賞

個展（ラブコレクションギャラリー／愛知）（ ）

「幻想の力」出品（宮城県立美術館／宮城）、

伊藤廉記念賞展記念賞 受賞

「東海の作家たち展」出品（愛知県芸術文化センター／愛知）

「絵画の今日」出品（三越美術館／東京）（ 、 ）

「伊藤廉記念賞展」出品（招待出品）（愛知県美術館／愛知）

「中日展受賞作家展」出品（名古屋市博物館／愛知）

個展（ギャラリー ／愛知）（ ）

個展（ギャラリーパスワールド／岐阜）（ 、 ）

個展（マキイマサルファインアーツ／東京）

「まじわるせかい展 天野裕夫・佐藤昌宏」（スペース大原／岐阜）

グループ展（極小美術館／岐阜）（ 、 、 ）

「 展」出品（晩翠画廊／宮城）

「第 回 富嶽ビエンナーレ展」出品（静岡県立美術館／静岡）

個展（ ／パリ）

個展（極小美術館／岐阜）

第 回青木繁記念大賞西日本美術展（石橋美術館／福岡）

「現代の美術作家 人展」出品（岐阜現代美術館／岐阜）

さとう まさひろさとう

佐藤
まさひろ

昌宏昌宏 （画家）

選評
高橋 秀治

（岐阜県現代陶芸美術館長）

経歴
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佐藤 昌宏

地のいきもの(2016)
キャンバス、テンペラ / 112 x 145.5cm / 作家蔵

地のいきもの(彼方へ)(2012)
キャンバス、テンペラ / 194 x 130.3cm / 作家蔵

地のいきもの(池のほとりで)(2016)
キャンバス、テンペラ / 162 x 194cm / 作家蔵



年代後半 、日本では

ポップ・アート、サイケデリック・

アートなどの、アメリカ直輸入の

多彩なアートの嵐が吹き荒れ

ていた。こんな最中、私はひっ

そりと咲く白い花のような庄司

達氏の作品に出会った。シン

プルな四本柱のフレームの中

に、白いハンカチのような布を

水平にピンと張ったものが四、

五層重なった、ただそれだけの

作品だったが、周囲の喧噪の

中で彼の作品は、清楚な凛とし

た存在感を放っていた。

あれから半世紀近く、彼は

いまだに様々な方法で、布を

張り続けている。布を張る造形

というのには、軽さ、透明感、

即興性といった、はかないリリ

シズムがある。その上、宗教的

とは言わないまでも 、ど こか

儀式のような緊張感が漂う 。

庄司氏は、長年にわたって布

だけを素材に、空間と造形との

葛藤を続けてきた。そして今、

彼は、布を幕として空間を区切

ることで、内側と外側のスペース

の意味を表現しようと挑戦して

いるように思える。
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日本：京都府出身

年生まれ

京都府京都市に生まれる

京都市立美術大学（現芸術大学）専攻科彫刻専攻 修了

個展「白い布による空間」（桜画廊／愛知、 ／京都）

「現代美術の動向」出品（京都国立近代美術館／京都）

「第 回日本国際美術展」出品（東京都美術館／東京）

サンクトマルガレーテン彫刻家シンポジウム’

（ブーゲンランド／オーストリア）

「アートナウ’ 」出品（兵庫県立近代美術館／兵庫）

第 回名古屋市芸術奨励賞 受賞

個展「布・空間」（名古屋市博物館ギャラリー／愛知）

「 今日の日本美術」出品

（サンタ・モニカ美術館／ ほか巡回）

「

」出品（ノースダコタ美術館／ ）

個展「浮かぶ布－柔空間の散歩－」（新潟市美術館／新潟）

個展「布・赤い河」（下山芸術の森・発電所美術館／富山）

「久野真・庄司達展」出品（愛知県美術館／愛知）

名古屋芸術大学美術学部造形科教授（～ ）

個展「 」（京都アートセンター／京都）

個展「 」（伊勢現代美術館／三重）

個展「空間軸の内と外」（ガレリアフィナルテ／愛知）

平成 年度愛知県芸術文化選奨文化賞 受賞

個展「空間の航行」（碧南市藤井達吉現代美術館／愛知）

第二回創造する伝統賞 受賞（日本文化藝術財団）

個展「庄司達展」（ギャラリー数寄／愛知）

個展「庄司達展」（名古屋画廊／愛知）

しょうじ さとるしょうじ

庄司
さとる

達
さとる

達 （（（造形作家造形作家）

選評
新宮 晋（造形作家）

経歴
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庄司 達

Beyond the sailing ’95(1995)

黄色化繊布、ひも / 360 x 1280 x 360cm

空間軸の内と外 -空間の航行(2010)
オレンジ化繊布、竹材、木材、砂利、金属板

330 x 752 x 1688cm / 作家蔵

白い布による空間’68-7(1968)
白い布、糸、白塗装金属フレーム

210 x 202 x 202cm / 新潟市美術館蔵



檜の木肌は滑らかで、光や
芳香を放つ。我々はその高貴
さを、建築素材や桶といった
日常生活の道具からも感じて
いる。
土屋仁応氏は、仏師の技を

もって、この素材から幻獣を
彫り出した。すると、とたんに檜
が光や芳香とともに霊性をもっ
ていることにも気づく。それは、
幻獣といったテーマが神聖だと
いうことではなく、檜が朶んで
いた像が現れたように感じる
からだと思う。
生まれたての新鮮さは、手で

触れるこ とをためらわせる 。
だからこそ、この像に魅了され
て、あらゆる角度から見ることに
よって、眼で像に触れるしかな
くなる。
水晶で作られたという幻獣の

眼は、見る者を訝し く見る 。
見る者もまた訝しく見つめ返す。
この眼と眼の交流を続けるうち
に、有難というセンスがたちの
ぼった。
目の前に在るのに、有るはず

のない像のように思える彫刻作品
から、土屋仁応氏と檜の神秘
的な由縁を感じた。
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日本：神奈川県出身

年生まれ

神奈川県横須賀市出身

東京藝術大学美術学部彫刻科卒業卒業制作サロン・ド・プランタン賞

東京藝術大学大学院美術研究科文化財保存学専攻

保存修復彫刻研究分野修士課程修了修了制作サロン・ド・プランタン賞

東京藝術大学大学院美術研究科文化財保存学専攻

保存修復彫刻研究分野博士課程 修了

特別展「 イヌイト・アート＆動物たち」

（北海道立近代美術館／北海道）

企画展示「ワッと！どうぶつ アート展」

（十和田市現代美術館／青森）

個展「夢をたべる獏が夢みる夢」（ ／東京）

個展｢彫刻新時代 土屋仁応展｣（日本橋高島屋美術画廊Ｘ／東京）

特別展「創造と回帰 現代木彫の潮流」

（北海道立近代美術館／北海道）

企画展「集まれ！おもしろどうぶつ展」（横須賀美術館／神奈川）

特集展示「横須賀・三浦半島の作家たち」（横須賀美術館／神奈川）

「

」出品（ ／台湾）

個展「聞耳の森」（ ／東京）

個展「彩色木彫 土屋仁応展」（高島屋／ 東京日本橋・大阪・新宿）

「

」（ ／ワシントン）

「 」（ ／香港）

個展「猫の集会」（日本橋三越本店 本館 美術サロン／東京）

個展「土屋仁応新作彫刻展」（ ／東京）

「高松市美術館コレクション展」（高松市歴史資料館／香川）

東京都美術館 開館 周年記念展「木々との対話 再生をめぐる

つの風景」（東京都美術館／東京）

個展「命の木」（ ／東京）

つちや よしまさつちや

土屋
よしまさ

仁応仁応 （彫刻家）

選評
山本 容子（銅版画家）

経歴
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土屋 仁応

竜(2015)
樟、ボロシリケイトガラス、彩色（玉眼制作 / 田中福男）

80 x 49 x 30cm / 個人蔵

聖観音菩薩立像(2014)
榧、樟、檜、水晶、彩色

118 x 35 x 35cm / 天瑞山大聖寺（静岡県沼津市）蔵

猫(2015)
樟、ボロシリケイトガラス、彩色(玉眼制作 / 田中福男)

34 x 17 x 19cm / 個人蔵



宮本氏の作品は陶芸、木彫、

レリーフ、紙粘土作品など多種

多彩である。陶芸作品などは、

粘土を板状に伸ばし丸め 、

土偶のようなものもあり、祈る

人物 も あ り 、 ま た楽 しそ う に

踊っているものもある。しかし

よく見ると花器のようでもあり、

宇宙人が踊っている様子とでも

いうか、不思議な造形になって

いる。

日本では、古くから紙工芸と

して和紙を上手に使った作品

があるが、宮本氏は子供たち

の使う紙粘土を駆使した珍しい

楽しい作品も作っている。

また最近は、使用に堪えない

ような粗末な板切れを、電動の

糸鋸で切って作ったレリーフ

などもある 。 これらは一度に

二枚、陰と陽のレリーフとなり、

どちらも斬新な美しい作品に

なっている。

どうやら宮本氏は自然に造形

作品が次から次へと湧き出る、

自由自在な精神の持ち主の

ようで、摩訶不思議な造形作家

であると思う。
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日本：富山県出身

年生まれ

富山県富山市に生まれる

富山市大空襲により家屋焼失、富山市大山町に移住

謡曲（宝生流）を習う（～ ）

「富山県勤労者美術展」奨励賞 受賞

「富山市美術展」一等賞 受賞

「富山県美術展」入選

「北陸三県選抜美術展」奨励賞 受賞

東京桑沢デザイン研究所 卒業

ウィンドウ、見本市、モーターショー等のディスプレイデザイン、

店舗設計等を行う

東京都職業訓練指導員

眼病のためデザイン設計を断念

東京都府中市日本電気寮管理人となる

東京都府中市にて手話講習を受ける

手話グループ「はんず」を設立

（現在も手話通訳者として活動中）

府中市より富山県大沢野町に転居

大沢野町タウンカレッジにて陶芸を受講

円空学会 入会

木工サークル入会 現代美術家協会「富山会賞」 受賞

大沢野小学校、大久保小学校、舟倉小学校で教育ボランティアを行う

富山ねんりん美術展「審査員特別賞」「ねんりん賞」 受賞

富山ねんりん美術展「ねんりん賞」 受賞

みやもと つとむみやもと

宮本
つとむ

勉
つとむ

勉 （現代美術家）

選評
長谷川公茂（円空学会顧問）

経歴
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宮本 勉

無題
木 / 作家蔵

無題(2002)
紙コップ、着色 / 作家蔵

無題(2006)
陶 / 60 x 20 x 20cm / 作家蔵

無題(2003)
陶 / 60 x 20 x 20cm / 作家蔵


